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１、単元構造図作成について

２、学習指導案作成について
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（例）高等学校【指導と評価の計画について】

〔副主題〕技のポイントを意識した学び合い活動を通して



〔副主題〕段階のねらいに応じた教え合い活動を通して

１、単元構造図作成について

２、学習指導案作成について

指導と評価の計画の「指導」に関することと整合性を図る。

○ 本時の指導目標について

（例）
－小 第3学年 マット運動－
・勢いや体・手のつき方に気を付けながら、後転グループの技
をできるようにする。 （知識及び技能）

－中 第3学年 球技－
・チームの課題を発見し、課題解決に有効な練習方法を選択し、
自己の考えを仲間に伝えることができるようにする。

（思考力、判断力、表現力等）
－高 第3学年 球技－
・チームの課題の解決に向けた練習方法について話し合う場面
で、仲間の発言に同意を示したり、配慮しながら発言したり
できるようにする。 （学びに向かう力、人間性等）

○ 学習の展開（学習指導過程）

教師の支援
「学習内容・活動」のねらいと指導方法（手立て）を明確にする

↓ ↓

『〜のために、〜する。』



～のために（するために）、～の時間を設定する。

～のために（するために）、～の確認を行う。

～のために（するために）、～するよう助言する。

～のために（するために）、～の場を設定する。その際、～と助言する。

～のために（するために）、～するよう促す。

～のために（するために）、～を活用し～する場を設定する。

～のために（するために）、～を提示する。 など

○ 学習の展開（学習指導過程）

評価規準は、★で明記する。
単元構造図の「評価」と関連
性を図る。
評価方法は（ ）内に明記する。


